


令和５年度 東京岐阜県人会　行事予定
夏の講演会

　

令和５年度　総会・懇親会　
日　時：令和５年１１月２１日（火）  

会　場：明治記念館　東京都港区元赤坂2-2-23　TEL. 03-3403-1171
参加費：会員、非会員問わず、お一人様8,000円　ただし学生は無料　

　　

※開催通知は、改めてご案内いたします。

平成元年（1989年）高山市生まれ。東日本大震災を契機に地域の新しい価値を感じ、‘14年京都大学/高山市間で自然エネルギー関係の研究を始め、’21年京大大学院認定退学、
現在博士論文執筆の中、高校時代からの夢、大学設立に向け準備を進めています。主な研究領域は、自然資本としての小水力（’15年に飛騨高山小水力発電（株）、全国数十の
小水力発電事業体設立に関与）と木質バイオマス（エネルギー利用の他、’15年飛騨五木（株）に木質利用を始動）、更に地域金融（‘16年家業グループ内管理型信託会社すみれ
地域信託（株）設立に関与、取締役就任）です。

日　時：令和５年７月２２日（土）　
ゲスト：（仮称）Co-Innovation University（CoIU）理事長候補
　　　　　 一般社団法人 飛騨高山大学設立基金 代表理事
            井上 博成 氏
テーマ：大学設立に向けた取り組みの現状
          ～大学設立構想に至った問題意識と自身の森林 
                   ビジネスの取り組みについても触れながら～

開　演：１３時３０分（開場１３時）　
懇親会：１５時～
会　場：アルカディア市ヶ谷
　　　　千代田区九段北4-2-25
　　　　TEL. 03-3261-9921
参加費：４，０００円 （懇親会費を含む）

【総　会】18時～18時20分　【懇親会】18時30分～20時
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異次元の少子化対策に憶う

岸
田
首
相
の
打
ち
出
し
た
異
次
元
の
少

子
化
対
策
は
、
児
童
手
当
な
ど
の
経
済
的

支
援
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
そ
し

て
育
休
制
度
の
強
化
を
含
む
働
き
方
改
革

で
す
。
児
童
手
当
を
受
け
取
れ
る
世
帯
の
拡
大
や
増
額
、
所
得
制
限
の
緩
和
や
撤
廃

に
踏
み
込
む
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
少
子
化
対
策
と
し
て

重
要
な
政
策
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
子
育
て
世
代
が
直
面
す
る
課
題
が

解
消
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
通
じ
て
、
切
れ
目

な
く
必
要
な
社
会
的
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
制
度
の
構
築
が
急
務
で
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
し
つ
つ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
視
点
で

支
援
制
度
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

異
次
元
と
銘
打
っ
た
背
景
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
出
生
数
の
減
少
が
あ
り

ま
す
。
２
０
２
２
年
の
年
間
出
生
数
（
日
本
人
の
み
）
は
統
計
上
初
め
て
80
万
人
を

割
る
の
が
確
実
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
か
ら
1
割
ほ
ど
減
り
そ
う
で
す
。

過
去
3
年
の
出
生
率
の
低
下
ペ
ー
ス
が
進
ん
だ
場
合
、
２
０
８
０
年
の
出
生
数
は

55
万
人
ま
で
減
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
国
は
低
成
長
が
続
き
賃
金
上
昇
率
も
低

迷
し
て
い
ま
す
。
内
閣
府
が
ま
と
め
た
少
子
化
に
関
す
る
意
識
調
査
に
よ
れ
ば
、
子

ど
も
を
増
や
し
た
く
な
い
理
由
と
し
て
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
こ
と
を
挙
げ
た
人
は

5
割
を
超
え
、
経
済
的
な
不
安
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
の
難
し
さ
や
変
わ
ら
ぬ
男
女
格
差
社
会
へ
の
反
発
か
ら
、
希
望
出
生
率
も
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
時
代
の
１
． ８
よ
り
１
．５
９
に
低
下
し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
出
産
へ
の
意

欲
の
後
退
が
進
ん
で
い
ま
す
。
具
体
策
と
し
て
は
、
乳
幼
児
期
だ
け
で
な
く
大
学
ま

で
含
め
た
教
育
費
へ
の
支
援
や
子
育
て
世
帯
へ
の
住
宅
支
援
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

少
子
化
に
直
面
し
て
き
た
欧
州
は
、
男
性
の
育
児
参
加
や
育
児
中
の
女
性
が

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
多
様
な
家
族
形
態
を
容
認
す
る
制
度
設
計
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
伝
統
的
家
族
主
義
が
弱
い
国
ほ
ど
出
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
婚
外
子
が
一
般
的
で
、
家
族
の

多
様
な
形
を
受
け
入
れ
る
社
会
が
少
子
化
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
異
次

元
の
少
子
化
対
策
に
向
け
て
、
結
婚
観
や
家
族
制
度
な
ど
日
本
の
慣
習
や
社
会
構
造

を
見
直
す
ほ
ど
の
改
革
議
論
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
少
子
化
は
確
実
に
今
後
も

続
き
、
わ
が
国
の
社
会
・
経
済
の
活
力
を
奪
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
将
来
設
計
へ

の
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
試
金
石
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
は
成
長
の
源
で
す
。

「社会経済の回復・再生・転換」と 「人口減少社会からの脱却」

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
岐
阜
県
政
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
12
月
、
新
県
庁
舎
が
竣
工
し
、

本
年
１
月
４
日
か
ら
新
た
な
県
政
の
拠
点
で
業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、「
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」、「
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
」、「
環
境

負
荷
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
」
の
３
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
く
、
充
実
し
た
機
能
と
特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。

こ
の
新
庁
舎
に
お
い
て
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
と

と
も
に
、
庁
舎
を
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
し
て
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
の
魅
力
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
５
年
度
の
県
政
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
厳
し
い

戦
い
に
よ
り
大
き
な
痛
手
を
被
っ
た
「
社
会
経
済
の
回
復
・
再
生
・
転
換
」
と

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
進
行
し
続
け
て
い
る
「
人
口
減
少
社
会
か
ら
の
脱
却
」

と
い
う
２
つ
の
政
策
課
題
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、「
社
会
経
済
の
回
復
・
再
生
・
転
換
」
に
つ
い
て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
・

物
価
高
騰
等
か
ら
の
本
格
回
復
・
再
生
」、「
社
会
経
済
構
造
の
転
換
」、「
幸
せ

と
豊
か
さ
の
実
現
」、「
安
全
・
安
心
・
強
靭
な
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
４
つ
の

テ
ー
マ
に
よ
り
取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
人
口
減
少
社
会
か
ら
の
脱
却
」
に
つ
い
て
は
、
本
県
は
早
く
か
ら
人
口
減

少
と
い
う
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
県
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
少
子
化
対
策
に
よ
る

「
自
然
増
に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
新
次
元
の
地
方
分
散
へ
の
対
応
に
よ
る
「
社
会
増

に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
両
面
か
ら
、対
策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
来
年
秋
に
開
催
す
る
「『
清
流
の
国
ぎ
ふ
』
文
化
祭
２
０
２
４
」
に

向
け
、
地
歌
舞
伎
勢
揃
い
公
演
の
開
催
や
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
将
棋
フ
ェ
ス
タ
」、

「
エ
ン
ジ
ン
０
２
in
岐
阜
」
な
ど
、
多
彩
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放
送
を
契
機
に
、
戦
国
・
武
将

観
光
の
推
進
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
「
清
流
の
国

ぎ
ふ
」
の
魅
力
の
発
信
・Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
岐
阜
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
、

ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会 

会
長  

吉
村 

泰
典

岐
阜
県
知
事

古
田
　
肇 
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令
和
4
年
11
月
14
日
（
月
）
午
後
6

時
か
ら
港
区
元
赤
坂
の
明
治
記
念
館
で
令

和
4
年
度
東
京
岐
阜
県
人
会
総
会
及
び
県

人
会
創
立
１
２
０
周
年
記
念
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。
総
会
は
明
治
記
念
館
2
階
の

蓬
莱
の
間
で
開
か
れ
、
冒
頭
に
吉
村
会
長

が
3
年
振
り
・
対
面
で
の
総
会
へ
の
多
数

の
参
加
を
感
謝
す
る
挨
拶
の
後
、
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
た
。
初
め
に
会
長
よ

り
「
8
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
4
年

度
第
1
回
合
同
役
員
会
に
お
い
て
熊
崎
勝

彦
副
会
長
の
ご
逝
去
に
伴
う
後
任
副
会
長

の
選
任
を
行
い
益
田
祐
美
子
理
事
が
新
た

に
副
会
長
に
就
任
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

益
田
新
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
八
木
幹
事

長
よ
り
①
事
業
実
績
・
計
画
、
②
収
支
決

算
・
収
支
予
算
、
③
役
員
選
出
等
の
提
出

議
案
の
説
明
が
あ
り
、
慎
重
な
る
審
議
の

結
果
、
全
議
案
が
満
場
一
致
で
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
た
。
役
員
選
任
で
は
新
た

に
多
方
面
で
ご
活
躍
の
県
出
身
の
理
事
2

名
、
監
事
1
名
が
決
ま
っ
た
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
富
士
の
間
で
東
京

岐
阜
県
人
会
１
２
０
周
年
記
念
懇
親
会
が

開
か
れ
た
。
冒
頭
に
吉
村
会
長
よ
り
「
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
会
員
間
の
交
流
を
ど

う
実
現
す
る
か
考
え
て
い
た
が
、
社
会

は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
動
い
て
お
り
、
我
々

も
県
人
会
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
来
賓
・
会
員
の
皆
様
の
直
接

参
加
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
。」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

知
事
挨
拶

恒
例
の
古
田
県
知
事
の
ス
ピ
ー
チ
は
三

年
振
り
の
総
会
開
催
、
創
立
１
２
０
周
年

記
念
会
の
盛
況
を
祝
う
力
強
い
言
葉
で
始

ま
っ
た
。「
今
、
岐
阜
は
熱
く
燃
え
上
が

っ
て
い
ま
す
。
未
だ
キ
ム
タ
ク
フ
ィ
バ
ー

が
続
い
て
お
り
、
3
年
ぶ
り
の
11
月
5
・

6
日
開
催
の
「
ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
」
で
は

1
万
5
千
人
の
席
に
対
し
96
万
人
を
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
往
復
は
が
き
が
売
り
切

れ
た
そ
う
。
2
日
間
で
空
前
絶
後
の
62
万

人
が
集
ま
り
、
特
に
キ
ム
タ
ク
信
長
が
登

場
し
た
日
に
は
46
万
人
が
参
加
し
、
か
つ

て
の
柳
ケ
瀬
の
肩
と
肩
が
触
れ
あ
う
風
景

を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

岐
阜
大
学
経
済
学
の
先
生
の
試
算
で
は
経

済
効
果
は
１
５
０
億
円
に
。
1
週
間
後
の

Ｆ
Ｉ
Ａ
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
（
フ
ォ
ー
ラ

ム
エ
イ
ト
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
）
は
恵

那
・
中
津
川
市
内
と
愛
知
県
で
行
わ
れ
た

ラ
リ
ー
で
す
が
、
沿
道
に
50
万
人
の
方
が

参
加
と
の
こ
と
。
そ
う
い
う
余
韻
の
残
る

岐
阜
か
ら
来
ま
し
た
。」
と
、
以
下
の
よ

う
な
挨
拶
が
伝
え
ら
れ
た
。

岐
阜
県
人
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
Ｇ
Ｋ
Ｉ
）
は
世
界
に
26
あ
る
岐
阜
県
人

会
が
横
の
連
携
を
と
り
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
創
り
世
界
か
ら
岐
阜
県
を
盛
り
上
げ

る
と
い
う
こ
と
で
組
織
化
さ
れ
、
そ
の
第

1
回
世
界
大
会
が
岐
阜
で
先
頃
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
岐
阜

愛
」。
世
界
連
体
で
岐
阜
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
の
こ
と
で
本
当
に
頼
も
し
い
限

り
。
３
年
目
に
入
る
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
岐
阜
県
で
は
2
年
8
ヶ
月
間

の
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
の
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
は
オ
ー
ル
岐
阜
。
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人

が
「
心
を
一
つ
に
し
て
立
ち
向
か
う
、
戦

う
」
と
し
て
ご
無
理
を
言
っ
た
わ
け
だ

が
、
足
並
み
を
揃
え
た
結
果
、
県
や
市
所

属
の
保
健
所
が
一
元
化
し
て
、
１
＋
１
を

3
、
4
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
対
処
し
て

き
た
。
感
染
対
策
と
し
て
、
飲
食
店
へ
の

時
短
の
お
願
い
は
東
京
で
は
せ
い
ぜ
い
3

～
4
割
の
実
行
だ
が
岐
阜
県
で
は
９
９
．３

％
が
賛
同
し
、
当
時
の
菅
総
理
が
「
本
当

か
？！
」
と
驚
い
た
と
の
こ
と
。
残
り
の
０
．

７
％
の
店
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
法
律

に
基
づ
き
過
料
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま

さ
に
岐
阜
県
で
は
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
ず
っ
と
接
種
率
全
国

第
1
位
。
こ
れ
は
開
業
医
の
方
々
の
休
日

返
上
で
の
接
種
の
た
ま
も
の
。
県
と
し
て

は
2
年
8
ヶ
月
間
に
32
回
の
補
正
予
算
を

組
み
柔
軟
に
機
動
的
に
対
応
し
た
。
第
5

波
ま
で
の
す
べ
て
の
感
染
者
は
ホ
テ
ル
や

病
院
に
隔
離
し
、
徹
底
し
自
宅
療
養
ゼ
ロ

を
貫
い
て
き
た
。
さ
す
が
に
第
6
・
第
7

波
で
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
第
8
波

を
迎
え
て
は
社
会
的
・
経
済
的
活
動
を
ど

う
回
し
て
い
く
か
、
徐
々
に
様
々
な
活
動

に
応
援
・
テ
コ
入
れ
を
す
る
こ
と
で
幅
広

く
支
援
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
秋
実
施
の
岐
阜
を
取
り

巻
く
行
事
と
し
て
は
、
3
年
ぶ
り
開
催
の

「
大
関
ケ
原
祭
」
で
は
5
万
5
千
人
が
参

加
、
日
本
将
棋
連
盟
主
催
の
「
全
国
将
棋

東
京
岐
阜
県
人
会
創
立
１
２
０
周
年
記
念 

令
和
４
年
度
総
会・懇
親
会 

３
年
振
り
に
対
面
式
で
開
催

4令和４年度 総会・懇親会令和４年度 総会・懇親会



サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど
の
催
し
が
実
施
さ
れ
た
。

武
将
観
光
や
戦
国
観
光
が
岐
阜
の
代
名
詞

の
1
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
河
ド
ラ

マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
は
岐
阜
が
舞
台
に

な
り
、「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
で
は
じ
き
に

承
久
の
乱
が
放
映
さ
れ
る
が
、
戦
端
は
木

曽
川
沿
い
の
各
務
原
市
・
美
濃
加
茂
市
の

辺
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
岐
阜
が
舞
台

と
な
る
。
来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
「
ど
う

す
る
家
康
」。「
岐
阜
関
ケ
原
古
戦
場
記
念

館
」
へ
も
最
近
で
は
全
国
か
ら
急
速
に

来
館
者
数
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
０ゼ

ロ
ワ
ン１
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
林
真
理
子
さ
ん

を
中
心
に
知
識
人
、
文
化
人
、
タ
レ
ン
ト
、

学
者
、
芸
術
家
、
芸
能
界
か
ら
１
５
０
人

に
の
ぼ
る
方
が
参
加
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
、
講
座
な

ど
各
種
の
行
事
が
開
催
さ
れ
、
1
万
人
の

方
々
が
参
加
。
岐
阜
を
文
化
の
拠
点
に
し

よ
う
と
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
活
動
は

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
が
、
岐
阜
で
更

に
第
2
回
、
第
3
回
を
開
催
で
き
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
こ
の
流
れ
を
再
来
年
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
招
き
し
て
開
催
す

る
国
民
文
化
祭
に
続
け
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

富
有
柿
は
、
品
種
改
良
さ
れ
糖
度
25
と

極
め
て
甘
い
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
岐
阜
の
誇
る

「
天
下
富
舞
」
が
名
古
屋
の
市
場
で
2
個

１
０
０
万
円
の
値
が
付
き
、
岐
阜
を
代
表

す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
地
位
を
確
立
し
た
。

ま
も
な
く
発
表
さ
れ
る
予
定
の
ユ
ネ

ス
コ
文
化
遺
産
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
と

し
て
、「
郡
上
踊
」・「
寒
水
の
掛
踊
」
が

風
流
踊
と
し
て
選
ば
れ
る
予
定
で
、
ま
た

一
つ
岐
阜
の
世
界
遺
産
が
増
え
る
。

岐
阜
県
の
企
業
立
地
は
面
積
、
件
数

い
ず
れ
も
全
国
3
位
で
、
東
海
環
状
を

中
心
に
本
格
的
な
企
業
誘
致
が
進
ん
で
き

て
い
る
。

ま
た
、
日
本
総
合
研
究
所
の
全
47
都
道

府
県
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
年
版

で
全
国
8
位
と
な
り
、
更
に
上
を
目
指
し

た
い
。

新
し
い
県
庁
舎
の
建
設
は
資
材
の
急
騰

直
前
に
大
体
手
当
て
を
終
え
、
ほ
ぼ
予
算

の
範
囲
内
で
収
ま
り
、
12
月
16
日
に
竣
工

式
の
予
定
。
県
庁
舎
の
前
の
「
ぎ
ふ
結
の

も
り
」
と
併
せ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
居
心
地

の
良
い
空
間
、
仕
事
の
し
や
す
い
空
間
を

造
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
監
修
は
国
立
競
技

場
を
設
計
さ
れ
た
隈
研
吾
さ
ん
。
非
常
に

素
材
に
こ
だ
わ
る
方
で
多
治
見
の
タ
イ
ル
、

飛
騨
の
木
材
、
東
濃
の
檜
、
美
濃
和
紙
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
岐
阜
県
産
品
の
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
の
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
い

ざ
と
い
う
時
の
危
機
管
理
、
防
災
対
策
の

拠
点
に
も
な
り
、
可
能
な
限
り
環
境
負
荷

を
下
げ
る
た
め
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
地
下

水
な
ど
を
積
極
的
に
利
用
す
る
設
計
に

な
っ
て
い
る
。
地
上
１
０
６
ｍ
で
最
上
階

か
ら
３
６
０
度
見
渡
す
岐
阜
の
景
観
は

絶
景
。
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
お
楽
し
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
新
県
庁
舎
の
魅
力
が

紹
介
さ
れ
た
。

明
治
記
念
館
館
長
・
来
賓
紹
介
、

乾
杯続

い
て
、
今
回
初
め
て
総
会
、
懇
親
会

の
会
場
と
な
っ
た
明
治
記
念
館
か
ら
、
岐

阜
県
出
身
で
明
治
記
念
館
館
長
・
明
治
神

宮
権
宮
司
の
江
馬
潤
一
郎
氏
の
１
２
０
周

年
へ
の
お
祝
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。「
明

治
記
念
館
は
明
治
神
宮
の
結
婚
式
場
と
し

て
昭
和
22
年
11
月
に
開
館
し
今
年
で
75
周

年
。
元
々
は
明
治
14
年
日
本
で
初
め
て
の

迎
賓
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
旧
赤
坂
仮
皇

居
御
会
食
所
を
本
館
と
し
て
現
在
も
使
用

し
て
い
る
由
緒
あ
る
所
で
、
多
く
の
結
婚

式
で
賑
わ
い
ま
す
が
、
本
日
は
岐
阜
県
の

大
勢
の
皆
様
に
ご
出
席
頂
き
盛
大
な
会
を

迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に

名
誉
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

続
い
て
国
会
議
員
や
地
元
市
町
村
長

な
ど
の
来
賓

の
紹
介
が
あ

り
、
乾
杯
の

音
頭
は
平
岩

正
光
岐
阜
県

議
会
議
長
だ

っ
た
。

今
年
も
特

別
に
県
産
の

肉
や
野
菜
、

米
な
ど
の
食

材
を
使
っ
た

料
理
や
デ
ザ

ー
ト
を
多
数

ご
提
供
頂
き
、

ま
た
酒
蔵
の

多
い
岐
阜
県

ら
し
く
各
地

の
酒
も
提
供

さ
れ
た
。
会

場
入
口
で
は
県
事
務
所
の
尽
力
に
よ
り
県
産

の
米
、
赤
か
ぶ
、
富
有
柿
、
椎
茸
、
大
根
、

ト
マ
ト
等
の
農
産
品
、
和
傘
、
美
濃
和
紙

等
の
県
産
品
、
武
将
観
光
、
ぎ
ふ
ワ
ー
ル

ド
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、
県
内
市
町
村
の

観
光
ポ
ス
タ
ー
等
が
展
示
さ
れ
た
。

感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が
ら
も
和
気

藹
々
の
歓
談
と
食
事
で
宴
た
け
な
わ
と

な
っ
た
午
後
8
時
に
益
田
祐
美
子
新
副
会

長
よ
り
「
東
京
岐
阜
県
人
会
１
２
０
周
年

記
念
懇
親
会
を
楽
し
ま
れ
、
お
い
し
い
料

理
を
沢
山
食
べ
、
懐
か
し
い
方
々
と
お
話

が
で
き
ま
し
た
か
。
岐
阜
は
木
の
国
、
山

の
国
、
清
流
の
国
。
こ
の
岐
阜
の
魅
力
を

世
界
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。
皆

様
の
幸
福
と
活
躍
と
ご
健
康
を
祈
念
し

て
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
1
本
締
め
に
よ
り

余
韻
を
残
し
な
が
ら
の
閉
会
と
な
っ
た
。

各
市
町
村
か
ら
の
ご
恵
贈
品
・
お
土
産

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
：
小
原 

久
）
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講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

１
９
５
８
年
岐
阜

市
生
ま
れ
。
加
納
高

校
を
経
て
東
京
藝
術

大
学
卒
業
。
昨
年
４

月
か
ら
東
京
藝
術
大

学
学
長
。
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
で
知
ら
れ
、

近
年
は
館
内
の
展
示
室
だ
け
で
な
く
様
々
な
地
域

の
人
々
と
共
同
制
作
を
行
い
な
が
ら
受
け
手
の

感
性
に
焦
点
を
当
て
た
「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
展
開
し
、
社
会
で
芸
術
が
機
能
す
る
仕

組
み
を
創
出
し
て
い
る
。

「
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
通
り
私
は
岐
阜
県

出
身
で
、
２
０
１
５
年
か
ら
岐
阜
県
美
術
館
の

非
常
勤
館
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
常
勤
で
は
東

京
藝
術
大
学
の
学
長
を
務
め
て
お
り
、
又
個
人

の
作
家
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

折
し
も
本
日
は
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

２
０
２
２
」
の
秋
会
期
開
催
日
（https://

setouchi-artfest.jp/

）
で
す
。
こ
の
芸
術
祭

は
、
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
現
顧
問
福
武

總
一
郎
氏
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
始
ま
っ
た
現

代
美
術
の
国
際
芸
術
祭
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
で
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
瀬
戸
内
海
の

島
々
が
ア
ー
ト
で
活
性
化
し
た
成
功
事
例
で
す
。

本
日
は
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
に

つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
旧
来
の
、

ア
ト
リ
エ
で
作
っ
た
作
品
を
美
術
館
で
展
示
す
る

活
動
で
は
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
各
地
域
に
滞

在
し
な
が
ら
地
域
の
人
々
と
共
に
作
品
を
作
り
発

表
し
て
い
く
も
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
も

の
を
作
り
な
が
ら
こ
と
を
お
こ
す
活
動
」
で
す
。

岐
阜
県
美
術
館
で
は
、
9
月
30
日
か
ら
開
館

40
周
年
記
念
と
し
て
中
津
川
市
出
身
の
前
田
青

邨
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
邨
は
今
で
こ

そ
日
本
画
の
巨
匠
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
明

治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
洋
画
が
席
巻
し
た
頃

は
日
本
画
の
存
亡
の
危
機
で
し
た
。
そ
の
頃
、

青
邨
は
多
感
な
青
年
期
を
過
ご
す
の
で
す
が
、

代
表
作
に
「
洞
窟
の
頼
朝
」、「
出
を
待
つ
」
等

洋
画
と
見
間
違
う
よ
う
な
作
品
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
作
品
に
達
す
る
ま
で
の
青
邨
自
身
の
心
境

に
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
例
を
見
て
も
、「
ア
ー
ト
が
ど
の
よ
う
に
時
代

に
連
動
し
て
い
っ
た
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

開
館
40
周
年
を
迎
え
た
岐
阜
県
美
術
館
と
同

じ
く
、
日
本
国
内
の
多
く
の
美
術
館
は
概
ね
同

時
期
に
開
館
し
ま
し
た
。
開
館
当
時
の
地
域
美

術
館
は
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
日
本
人
が

海
外
に
行
か
な
く
て
も
一
流
の
芸
術
作
品
が
自

分
の
故
郷
で
観
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
。
か
つ
て
ア
ー
ト
の
世
界
で
は
、
地
域

に
な
い
も
の
を
東
京
に
求
め
、
東
京
に
な
い
も

の
を
海
外
に
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
地

方
創
生
す
な
わ
ち
地
域
の
良
さ
を
発
信
し
て
い

こ
う
と
い
う
価
値
観
の
中
で
、
海
外
に
な
い
も

の
が
東
京
に
あ
り
、
東
京
に
な
い
も
の
が
地
域

に
あ
る
と
い
う
逆
の
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
地
域
美
術
館
は
地
域
の
良
さ
を
発
信
す

る
拠
点
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

美
術
館
の
展
覧
会

は
そ
れ
ぞ
れ
終
了
し

て
い
く
も
の
で
す
が
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
地
域
の
人
と
の

活
動
が
継
続
し
て
い

く
も
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
い
く
つ
か
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

令
和
四
年
度 

東
京
岐
阜
県
人
会  

第
十
三
回  

夏
の
イ
ベ
ン
ト

　
　    
東
京
岐
阜
県
人
会
講
演
「
ア
ー
ト
と
社
会
」
日
比
野 

克
彦 

氏

6夏のイベント「アートと社会」夏のイベント「アートと社会」



▼
そ
の
１

　

冬
至
の
日
に
と
も
に
過
ご
す

　
「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」（
岐
阜
市
）

「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」
と
は
、
長
良
川
の
川
辺

で
友
人
等
と
過
ご
し
な
が
ら
、
１
年
で
最
も
夜

が
長
い
冬
至
の
日
に
そ
の
年
を
振
り
返
り
明
く

る
年
の
こ
と
を
想
う
行
事
で
す
。
今
年
で
16
年

目
と
な
り
ま
す
。
1
か
ら
12
ま
で
の
数
字
を
書

い
た
和
紙
と
竹
で
地
域
の
方
々
と
共
同
で
作
っ

た
巨
大
な
行
燈
を
、
鵜
飼
観
覧
用
の
屋
形
船
に

取
り
付
け
て
長
良
川
に
浮
か
べ
ま
す
。
作
品
を

残
す
の
で
は
な
く
、
岐
阜
城
と
金
華
山
等
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
な
風
景
の
中
で
市
民
と
協
働
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
す
る
企
画
で
す
。
他
地
域

と
の
繋
が
り
と
し
て
、
震
災
後
に
釜
石
の
根
浜

海
岸
に
「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」
を
持
ち
込
み
ま

し
た
。

▼
そ
の
２

　
「
ナ
ン
ヤ
ロ
ー
ネ
」、「
ア
ー
ト
ま
る
ケ
ッ
ト
」

　

及
び 

「
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
、Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
、Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
」 

　
（
岐
阜
県
美
術
館
）

　

岐
阜
県
美
術
館
で
は
、
美
術
館
に
余
り
馴
染
み

の
な
い
人
に
対
し
て
、「
こ
れ
何
や
ろ
ー
ね
、
と

言
い
な
が
ら
見
に
来
て
く
だ
さ
い
よ
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
学
芸
員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ガ
イ
ド

を
「
ナ
ン
ヤ
ロ
ー
ネ
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

「
ア
ー
ト
ま
る
ケ
ッ
ト
」
は
、
公
園
等
に
集
ま

っ
た
人
々
が
ア
ー
ト
を
通
じ
て
価
値
観
を
交
換
す

る
企
画
で
す
。
岐
阜
県
立
の
4
つ
の
ア
カ
デ
ミ
ー

の
協
力
を
得
て
花
壇
を
作
り
、
美
術
館
前
の
広
い

http://www.koyominoyobune.org/

https://kenbi.pref.gifu.lg.jp/program-event/nanyarone/

7 夏のイベント「アートと社会」夏のイベント「アートと社会」



庭
で
、
花
か
ら
色
を

教
わ
る
「
花
は
色
の

す
み
か
」
と
い
う
企

画
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
、
Ｓ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
、
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
」

は
、「
あ
ん
な
、
そ
ん

な
、
こ
ん
な
」
と
い

う
意
味
で
、
ひ
と
つ

の
ア
ー
ト
鑑
賞
の
か
た
ち
で
す
。
鑑
賞
者
は
作
品

を
見
て
感
じ
た
こ
と
を
、
言
葉
で
は
な
く
物
に
置

き
換
え
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
し
て
今
の
自
分

の
気
持
ち
を
探
る
も
の
で
す
。

▼
そ
の
３

　

新
潟
の
廃
校
で
始
め
た

　
「
明あ

さ
っ
て
後
日
朝
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

新
潟
の
「
大
地
の
芸
術
祭
」
を
き
っ
か
け
に

「
ア
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な

か
っ
た
新
潟
の
限
界
集
落
の
住
民
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
に
、
住
民
と
都
会

の
大
学
生
が
協
力
し
て
廃
校
を
利
用
し
て
朝
顔

を
育
て
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
現
在
は
全

国
の
29
地
域
で
人
と
人
、
人
と
地
域
、
地
域
と

地
域
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
、「
種
は
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

進
め
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
４

　

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
」
と
は
、
障
が
い
の
有
無
、
世
代
、

性
、
国
籍
、
住
環
境
な
ど
の
背
景
や
習
慣
の
違

い
を
超
え
た
多
様
な
人
々
の
出
会
い
に
よ
る
相

互
作
用
を
、
表
現
と
し
て
生
み
出
す
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
称
で
す
。
２
０
１
５
年
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
先
導
す
る
東
京

都
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
１

つ
と
し
て
始
動
し
た

後
、
２
０
１
７
年
よ

り
東
京
２
０
２
０
公

認
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア

ー
ド
と
し
て
展
示
し
、

２
０
２
１
年
は
東
京
２
０
２
０ 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
に
は
、「
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｎ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
４
つ
の
活
動
が
あ
り
、

延
べ
１
０
０
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
福
祉
施
設

等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
交
流
し
て
い
ま
す
。
一

例
と
し
て
、
町
田
の
ラ
マ
ノ
と
い
う
藍
染
制
作

の
作
業
所
で
障
が
い
者
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
共

同
で
個
性
あ
る
作
品
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
の
活
動
が
で
き
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
育
て
る
目
的
の
「
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
東
京
藝
大
の
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
と 

https://www.turn.geidai.ac.jp/

https://door.geidai.ac.jp/compulsory/118/
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な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
で
働
い
て
い
る
人

や
、
家
族
に
障
が
い
者
を
持
つ
人
等
社
会
人
も

履
修
可
能
で
既
に
履
修
を
終
え
た
人
は
１
０
０

名
を
超
え
て
い
ま
す
。
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

社
会
貢
献
チ
ー
ム
と
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
５

　

東
京
藝
大
の
テ
ー
マ

　
「
ア
ー
ト
で
社
会
的
な
問
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
」

こ
の
マ
ー
ク
が
東
京
藝
術
大
学
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
マ
ー
ク
で
す
。
正
式
マ
ー
ク
と
違
う
点
は
、

真
ん
中
で
色
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
こ

に
こ
そ
ア
ー
ト
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
項
目
に
は
ア
ー
ト

と
い
う
も
の
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
各
ゴ
ー

ル
を
達
成
す
る
に
は
人
間
の
気
持
ち
が
動
く
こ

と
、
多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
、
即
ち
ア
ー
ト

の
特
性
が
す
べ
て
に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

又
、
個
々
人
の
尊
厳
が
認
め
ら
れ
、
誰
も
が

生
涯
を
通
じ
て
社
会
に
参
加
で
き
、
生
き
が
い

と
創
造
性
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
、「
文
化
的
処
方
」
と
い
う
概
念
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き

薬
を
飲
む
よ
う
に
、
絵
を
観
た
り
、
音
楽
を
鑑

賞
す
る
こ
と
で
症
状
が
改
善
す
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。
藝
大
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
大
学
や

企
業
で
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
な

夢
と
し
て
は
、
医
療
に
保
険
が
利
く
よ
う
に
音

楽
会
や
展
覧
会
の
入
場
料
に
も
保
険
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
で
す
。

全
国
各
地
に
美
術
館
が
で
き
た
こ
ろ
は
、

衣
食
住
が
足
り
て
ア
ー
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
寧
ろ
ア
ー
ト
こ
そ
が

と
て
も
大
事
な
生
き
る
力
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

２
０
２
４
年
の
国
民
文
化
祭
で
は
、
単
な
る

作
品
の
発
表
会
に
留
ま
ら
ず
、
ア
ー
ト
が
日
常

に
お
い
て
大
事
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
は
資
本
主
義
、
科
学
と
は
真
逆
な
も

の
。
流
動
的
で
も
や
も
や
し
、
答
え
が
見
つ
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り

が
言
わ
れ
る
今
日
、
こ
の
ア
ー
ト
シ
ン
キ
ン
グ

的
な
も
の
を
企
業
経
営
に
も
取
り
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。」（

文
責
：
伊
藤 

健
介
）

https://dentsu-ho.com/articles/8254
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あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ

筆
者
が
岐
阜
県
産
の
ス
パ
イ
ス
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
東
白
川
村
在
住
の
叔

父
宅
に
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
出
会
っ
た

「
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ
」
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

晩
酌
の
時
に
出
さ
れ
た
料
理
と
と
も
に
叔

父
が
出
し
て
く
れ
た
の
は
、
見
た
目
は
一

味
唐
辛
子
の
赤
い
粉
。
パ
ラ
パ
ラ
と
振
り

か
け
る
と
、
辛
い
の
だ
け
ど
旨
味
も
加
わ

り
、
気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
な
の
に
「
コ
シ
ョ
ウ
」
と

は
、
こ
れ
い
か
に
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

駆
使
し
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
「
あ
じ

め
コ
シ
ョ
ウ
」
は
中
津
川
市
福
岡
地
区

（
旧
・
恵
那
郡

福
岡
町
）
で
多

く
栽
培
さ
れ
て

い
る
郷
土
野
菜

で
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
の
一
品
種
な

の
で
す
。
こ
の

地
域
で
は
ト
ウ

ガ
ラ
シ
を
「
コ

シ
ョ
ウ
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
地
域
を

流
れ
る
付つ
け

知ち

川が
わ

に
生
息
す
る
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ

ウ
に
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ト
ウ

ガ
ラ
シ
を
「
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

筆
者
が
「
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ
」
を
と
て

も
気
に
入
っ
た
こ
と
を
叔
父
が
気
に
か
け

て
く
れ
て
、
東
京
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
豚
汁
や
み
そ
汁
な
ど
の

汁
物
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
大
根
な
ど
の
煮
物
、

焼
き
鳥
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
振
り

か
け
て
、
東
京
で
も
岐
阜
の
ピ
リ
リ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
コ
シ
ョ
ウ

と
呼
ぶ
の
は
中
津
川
市
が
特
別
な
の
で
は

な
く
、
他
県
で
も
見
ら
れ
る
現
象
で
す
。

例
え
ば
柚ゆ

子ず

胡こ
し
ょ
う椒

に
は
コ
シ
ョ
ウ
は
一
切

使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
青
唐
辛
子
と
青
柚
子

の
皮
が
原
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
調
べ
て
い
た
ら
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を

「
な
ん
ば
ん
」
と
呼
ぶ
地
域
も
あ
る
と
か

（
東
北
や
長
野
県
な
ど
）。
日
本
語
の
語
源

の
お
話
と
し
て
も
面
白
い
で
す
ね
。

現
在
、
関
東
地
区
で
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ

を
店
頭
で
購
入
で
き
る
店
舗
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
か
、
地
元
・
中
津
川
市
な
ど

で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

高
原
山
椒

コ
ウ
ゲ
ン
で
は
な
く
タ
カ
ハ
ラ
山
椒
と

読
む
理
由
は
、
高
山
市
と
飛
騨
市
を
流
れ

る
高た
か
は
ら
が
わ

原
川
の
流
域
に
こ
の
山
椒
が
自
生
し

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
す
。
現

在
も
高
山
市
の
奥
飛
騨
温
泉
郷
、
旧
上
宝

村
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

情
報
に
よ
る
と
、
一
般
的
な
山
椒
と
比
較

し
て
小
粒
で
香
り
が
良
い
、
と
説
明
さ
れ

て
い
ま
す
。

ミ
ル
（
グ
ル
グ
ル
と
回
す
と
そ
の
場
で

挽
く
こ
と
の
で
き
る
調
理
器
具
）
付
き
の

実
山
椒
や
、
既
に
挽
い
て
あ
る
粉
山
椒
と

し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
筆
者

は
ミ
ル
付
き
青
山
椒
と
い
う
製
品
を
購
入

し
ま
し
た
。

ウ
ナ
ギ
の
蒲

焼
で
試
し
た

か
っ
た
の
で

す
が
季
節
が

合
わ
ず
断
念

し
、
と
ん
か

岐阜県には、美味しいものがたくさんありますね。牛肉、  豚肉、鶏肉、川魚、野菜も果物も豊富で、酒もうまい。 
  地元を離れて暮らす者にとってはこれらを使った郷土料理の味が懐  かしく、帰省の折にはぜひ口にしたいと思うものではないでしょうか。

  しかし、食材や料理の素晴らしさに隠れて、つい見落としてしまっているものがあるこ  とにお気づきでしょうか。料理の味を引き立たせるスパイスの存在を忘れていませんか？
今回取り上げる岐阜県産スパイスは「あじ  めコショウ」と「高

たかはらさんしょう

原山椒」の２品目です。

岐阜県産スパイスのススメ

10会員投稿「岐阜県産スパイスのススメ」会員投稿「岐阜県産スパイスのススメ」



つ
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
フ
ラ
イ
も
の
に
振

り
か
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ミ
ル

を
回
す
と
ガ
リ
ッ
ガ
リ
ッ
と
音
を
立
て
て

薫
り
高
い
挽
き
た
て
の
粉
山
椒
が
降
っ
て

き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
情
報
の
と
お
り
一
回
し

す
る
だ
け
で
柑
橘
系
の
良
い
香
り
が
広
が

り
、
鼻
を
刺
激
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
料

理
を
頬
張
れ
ば
そ
の
香
り
が
口
か
ら
鼻
に

抜
け
、
そ
の
あ
と
か
ら
山
椒
独
特
の
心
地

よ
い
し
び
れ
が
舌
と
唇
を
襲
っ
て
き
ま
す
。

確
か
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
香
り
と
し
び
れ

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
山
椒
に
出
会
っ

た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

筆
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
販

売
で
購
入
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
販
売

元
（「
飛
騨
山
椒
」
さ
ん
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
と
、
一
部
の
商
品
が
カ
ル
デ
ィ

コ
ー
ヒ
ー
フ
ァ
ー
ム
で
購
入
で
き
る
そ
う

で
す
。

今
回
は
た
ま
た
ま
筆
者
が
最
近
出
会

っ
た
2
品
目
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
実
は
、

「
あ
じ
め
コ
シ
ョ
ウ
」
と
「
高
原
山
椒
」
は

岐
阜
県
が
認
証
す
る
「
飛
騨
・
美
濃
伝
統

野
菜
」
の
27
品
種
の
う
ち
の
２
つ
で
あ
り
、

岐
阜
県
が
認
め
る
郷
土
の
味
な
の
で
す

（
岐
阜
県
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
：

「
飛
騨
・
美
濃
伝
統
野
菜
」
を
参
照
）。
知

ら
な
か
っ
た
自
分
を
反
省
し
、
知
っ
て
し

ま
っ
た
自
分
は
こ
れ
か
ら
も
料
理
に
振
り

か
け
て
、
郷
土
が
誇
る
辛
さ
と
し
び
れ
を

堪
能
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
：
今
井 

穣
）

【
参
考
サ
イ
ト
】

● 

飛
騨
・
美
濃
伝
統
野
菜

岐
阜
県
内
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
特

色
あ
る
野
菜
・
果
樹
等
の
う
ち
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
品
目
・
品
種
を
岐
阜
県
が

「
飛
騨
・
美
濃
伝
統
野
菜
」
と
し
て
認
証
し

て
い
ま
す
。

　
https://w

w
w.pref.gifu.lg.jp/page/3241.htm

l/
● 

岐
阜
の
極
み 

飛
騨
の
ご
っ
つ
お・美
濃
の
ご
っ
つ
お   

　

http://gifu-kiw
am

i.jp/

● 

飛
騨
山
椒

　

https://hidasansyo.com
/

貫禄の騎馬武者行列に大声援
昨年11月5日（土）と6日（日）の2日間、岐阜市で

「岐阜市産業・農業祭～ぎふ信長まつり」が開催された。
6日には岐阜ゆかりの戦国武将・織田信長役に木村
拓哉さん、福富平太郎貞家（斎藤道三に仕えた後、濃
姫（帰蝶）の輿入れに伴い織田家に仕えた）役に岐阜
市出身の伊藤英明さんが扮し、「信長公騎馬武者行列」
が金華橋通りを練り歩いた。また、同日、信長と濃姫
が生きた激動の 30 年を描いた映画「The Legend ＆ 

Butterfly」の大友啓史監督と、出演俳優の木村さん、
伊藤さんらによる映画の公開記念イベントが開かれた。
信長公騎馬武者行列への事前の応募は 293,263 件・
966,555人（約 64 倍）、トークイベントには 43,399 枚・
120,939人（約151倍）というたいへんな人気で、当日2日
間には岐阜市の人口約 40万人の1.5 倍にもなる約 62 万
人の来場者がつめかけた。久々に多くの観光客でにぎ
わった岐阜市であった。

岐阜県には、美味しいものがたくさんありますね。牛肉、  豚肉、鶏肉、川魚、野菜も果物も豊富で、酒もうまい。 
  地元を離れて暮らす者にとってはこれらを使った郷土料理の味が懐  かしく、帰省の折にはぜひ口にしたいと思うものではないでしょうか。

  しかし、食材や料理の素晴らしさに隠れて、つい見落としてしまっているものがあるこ  とにお気づきでしょうか。料理の味を引き立たせるスパイスの存在を忘れていませんか？
今回取り上げる岐阜県産スパイスは「あじ  めコショウ」と「高

たかはらさんしょう

原山椒」の２品目です。

岐阜県産スパイスのススメ

11 会員投稿「岐阜県産スパイスのススメ」会員投稿「岐阜県産スパイスのススメ」



　

政
治
や
職
場
な
ど
様
々
な
場
面
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

が
う
た
わ
れ
、
男
女
間
格
差
を
取
り
払
お
う
と
す
る
動

き
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
男
性

を
中
心
に
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
時
代
の
価
値
観

を
変
え
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
男
性
の
し
ん
ど
さ
を
訴
え
る
声
も
聞
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
男
性
の
生
き
づ
ら
さ
が
近
年
語
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
自
分
ご
と
と

し
て
考
え
始
め
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

女
性
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
に
異
議
を
申
し
立
て
、

政
府
も
社
会
も
職
場
な
ど
で
の
女
性
の
地
位
向
上
を
よ

り
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
従
来
の
性
別
役
割
分
業
か
つ

男
性
優
位
の
社
会
か
ら
、
徐
々
に
男
女
平
等
の
社
会
へ

変
わ
る
過
渡
期
だ
か
ら
こ
そ
、
価
値
観
の
板
挟
み
に

な
っ
て
い
る
男
性
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
10
月
施
行
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

で
、
男
性
が
出
生
後
8
週
間
以
内
に
最
大
4
週
間
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
産
後
パ
パ
育
休
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
自
分
も
パ
ー
ト
ナ
ー
も
共
働
き
し
な
が
ら
家
事
や

育
児
を
一
緒
に
と
い
う
考
え
方
で
い
る
の
に
、
職
場
で

は
旧
態
依
然
と
し
た
稼
ぎ
手
の
役
割
を
求
め
ら
れ
、
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
は
今
、
古
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

規
範
と
新
し
い
価
値
観
の
間
で
揺
れ
て
い
ま
す
。
男
性

の
生
き
づ
ら
さ
は
無
理
や
り
男
性
優
位
を
維
持
し
よ
う

と
し
て
き
た
社
会
か
ら
来
て
い
ま
す
。
常
に
男
性
が
優

越
し
、
男
性
中
心
で
物
事
を
動
か
し
て
い
く
女
性
差
別

的
な
社
会
の
仕
組
み
と
そ
の
ゆ
が
み
が
、
一
定
の
割
合

の
男
性
た
ち
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
に
と
っ
て
、
等
身
大
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
語
れ
る
場
が
こ
れ
ま
で
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
然
体
で
自
分
の
気
持
ち
や
弱
音
を
吐
き
だ
し
た
り
、

モ
ヤ
モ
ヤ
を
言
葉
に
し
た
り
す
る
場
を
持
つ
こ
と
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
自
分
ご
と
化
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
社
内
会
議
と
も
飲
み
屋
で
の
や
り
と
り

と
も
違
う
、
男
性
同
士
の
語
り
合
い
の
場
で
す
。
他
方

で
、
た
と
え
耳
の
痛
い
話
で
も
女
性
た
ち
の
声
に
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
、
女
性
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

内
閣
府
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
性
別
を
理
由
に
し

た
役
割
の
押
し
つ
け
や
思
い
込
み
は
男
女
と
も
に
根
強

い
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
男
女
の
違
い
は
個
性
と
し

て
認
め
、
双
方
の
性
を
持
つ
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
み
る

性
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

悩
み
も
弱
音
も
モ
ヤ
モ
ヤ
も
言
葉
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る

男
ら
し
さ
の
衣
を
一
枚
ず
つ
脱
い
で
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
弱
さ
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
自
分
が
変

わ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。
男
の
し
ん
ど

さ
や
生
き
づ
ら
さ
は
、
こ
れ
ま
で
女
性
が
感
じ
て
き
た

差
別
の
裏
返
し
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

男
の
し
ん
ど
さ
、
生
き
づ
ら
さ

吉村 泰典

閑
話

休
題
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Tokyo
岐阜県学寮

岐阜県学生会館

岐阜県学寮の魅力と伝統
立教大学　コミュニティ福祉　岐阜県学寮 2 年  浅野 顕也

　

私
は
現
在
、
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
岐
阜
県
学
寮

に
住
ん
で
い
る
。
約
90
名
の
寮
生
が
共
生
し
て
お
り
、

在
籍
す
る
大
学
や
学
部
は
様
々
だ
。
文
京
区
と
い
う

の
は
非
常
に
良
い
立
地
で
あ
り
、
東
京
都
23
区
内
で

あ
れ
ば
基
本
的
に
ど
こ
で
あ
れ
1
時
間
で
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の
よ
う
な
絶
好
の
場
所
で

さ
ら
に
低
家
賃
、
朝
夕
食
事
付
き
で
4
年
間
大
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
非
常
に
恵
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
寮
内
に
は
漫
画
、
卓
球
台
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
機
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
等
が
置
い
て
あ
り
、
娯

楽
が
非
常
に
充
実
し
て
い
る
。
食
堂
や
浴
場
で
は
学

生
同
士
の
交
流
が
盛
ん
で
、
談
笑
に
夢
中
で
気
付
け

ば
数
時
間
が
経
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
頻
繁
に
あ

る
。
一
方
で
、当
学
寮
に
は
優
秀
か
つ
勤
勉
な
学
生
が

大
勢
い
る
。
食
堂
で
熱
い
議
論
を
交
わ
す
者
、友
人
と

図
書
館
に
出
向
く
者
、
自
習
室
に
朝
か
ら
晩
ま
で
籠

る
者
な
ど
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
寮
生
の
姿
が
よ

く
見
受
け
ら
れ
る
。
意
欲
の
高
い
学
生
と
切
磋
琢
磨

で
き
る
環
境
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
こ
れ
が
当
学
寮
の

魅
力
だ
。

　

当
学
寮
に
は
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
伝
統
行
事

が
存
在
す
る
。
学
生
ら
が
意
見
を
出
し
合
い
、今
後
の

寮
の
方
針
を
定
め
て
い
く
定
例
総
会
、
上
京
し
た
ば

か
り
の
新
入
寮
生
ら
と
交
流
を
図
る
新
入
寮
生
歓
迎

会
、
春
に
卒
寮
さ
れ
る
先
輩
方
を
お
祝
い
す
る
予
餞

会
等
だ
。
し
か
し
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ

て
こ
れ
ら
の
行
事
は
行
わ
れ
な
く
な
る
又
は
規
模
を

縮
小
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
伝
統
行
事
が
徐
々
に

失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
に
危
機
感
を

覚
え
た
学
生
委
員
会
は
、
伝
統
行
事
を
取
り
戻
す
べ

く
、
２
０
２
２
年
９
月
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
寮

の
中
庭
で
行
っ
た
。
私
が
入
寮
し
て
か
ら
初
め
て
の

寮
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
行
事
で
あ
っ
た
。
普
段

関
わ
る
機
会
の
無
か
っ
た
後
輩
、
先
輩
ら
と
語
り
合

い
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
交
わ
れ
る
非
常
に
楽
し

い
1
日
と
な
っ
た
。
同
年
10
月
に
は
約
2
年
ぶ
り
と

な
る
定
例
総
会
が
開
か
れ
た
。
慣
れ
な
い
中
で
の
定

例
総
会
だ
っ
た
が
、
大
勢
の
寮
生
が
一
堂
に
会
し
、
寮

生
活
に
関
し
て
身
を
引
き
締
め
る
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
。
同
年
12
月
、２
０
２
２
年
度
後
期
委
員
会
が

発
足
し
、
私
は
学
生
委
員
長
と
な
っ
た
。
先
輩
ら
が

代
々
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
行
事
や
精
神
を
絶
や
さ

ず
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
た
い
。

寮の屋上でバーベキュー大会2年生鍋パーティ

本人
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農
場
運
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
小
岩
井
農
場

の
ハ
ン
バ
ー
グ
・
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
。

最
後
は
、
久
彌
が
創
設
し
た
日
本
最
古
最

大
級
研
究
図
書
館
で
、
国
宝
5
点
、
重
文
7

点
を
含
む
蔵
書
数
１
０
０
万
冊
を
誇
る
世

界
五
大
東
洋
学
研
究
図
書
館
の
ひ
と
つ
の

東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

12
年
程
前
に
建
替
え
ら
れ
た
と
聞
い
て

い
ま
し
た
が
、
愛
書
家
垂
涎
の
天
井
ま
で
壁

一
面
を
埋
め
尽
く
す
モ
リ
ソ
ン
書
庫
や
、
岩

崎
文
庫
の
名
品
、
順
路
の
廊
下
に
は
ガ
ラ
ス

張
り
の
床
が
所
々
に
あ
り
、
底
知
れ
ぬ
暗
い

奈
落
に
白
玉
石
敷
の
橋
が
浮
か
ぶ
演
出
な
ど
、

探
検
家
に
で
も
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。

話
題
の
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
13
人
』

に
併
せ
た
の
か
、『
吾
妻
鏡
』、『
承
久
記
』、

『
御
成
敗
式
目
』、『
増
鏡
』、『
太
平
記
』
の

企
画
展
示
に
歴
史
を
学
ぶ
大
切
さ
を
感
じ
、

ラ
イ
ブ
配
信
で
し
た
の
で
、
我
々
も
久
し
ぶ

り
の
入
園
で
す
。
春
で
も
な
く
、
し
か
も
年

の
瀬
間
近
の
紅
葉
狩
り
に
、
少
し
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
回
遊
式
庭
園
の
松
の
枝
の

雪
釣
り
と
、
ま
だ
ま
だ
見
頃
の
紅
葉
の
景
色

に
江
戸
大
名
庭
園
の
風
格
を
堪
能
致
し
ま

し
た
。

六
義
園
は
、
吉
保
亡
き
後
、
嫡
男･

吉

里
が
大
和
郡
山
転
封
で
郡
山
藩
柳
澤
家
下

屋
敷
と
な
り
明
治
期
を
迎
え
、
明
治
11
年

に
岩
崎
彌
太
郎
が
園
を
含
む
こ
の
辺
り
一

帯
の
約
十
二
万
坪
を
購
入
し
、
維
新
後
荒

れ
た
ま
ま
の
庭
園
に
樹
木
や
庭
石
を
運
び

大
名
庭
園
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
園
は
昭

和
13
年
に
東
京
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

笹
の
葉
む
ら
の
高
台
に
佇
む
彌
太
郎
が
遺

し
た
茅
葺
き
屋
根
の
入
母
屋
造
り
の
つ
つ

じ
茶
屋
を
巡
る
と
、
可
愛
ら
し
い
紫
の
実

を
い
っ
ぱ
い
に
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
が
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

三
菱
の
根
幹
を
築
い
た
三
代
社
長
岩
崎

久
彌
は
、
従
弟
の
小
彌
太
に
社
長
の
座
を
譲

り
、
岩
崎
家
の
事
業
と
し
て
の
予
て
よ
り
造

詣
の
深
か
っ
た
農
牧
に
邁
進
し
、
六
義
園
周

辺
で
も
牧
畜
を
は
じ
め
、
叔
父
で
二
代
社
長

の
岩
崎
彌
之
助
ら
の
起
こ
し
た
小
岩
井
農

場
（「
小
岩
井
」
と
は
、
小
野
義
眞
、
岩
崎

彌
之
助
、
井
上
勝
の
頭
文
字
を
と
っ
て
命
名

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
）
を
引
き
継
ぎ
、

大
正
期
に
入
り
東
京
市
の
住
宅
問
題
が
深

刻
化
す
る
と
園
の
南
西
部
を
大
和
村
（
後
に

大
和
郷
）
住
宅
地
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
は
、
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

「
シ
ー
ボ
ル
ト
の
庭
」
を
挟
み
望
む
小
岩
井

人
、
歴
代
首
相
（
加
藤
孝
明
、
若
槻
礼
次
郎
、

幣
原
喜
重
郎
）
が
居
を
構
え
た
特
別
な
地
区

計
画
に
よ
る
街
区
で
す
。

徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
柳
澤
吉

保
の
六
義
園
、
加
賀
前
田
家
の
下
屋
敷
を
将

軍
よ
り
拝
領
し
た
広
さ
約
二
万
七
千
坪
で

東
京
ド
ー
ム
の
約
二
倍
の
敷
地
に
、
当
初
は

千
川
上
水
の
水
を
引
き
、
万
葉
集
に
も
登
場

す
る
紀
州
の
景
勝
「
和
歌
の
浦
」
の
妹
背
山

を
模
し
た
池
泉
を
中
心
に
、
万
葉
集
・
古
今

和
歌
集
・
中
国
の
詩
文
に
因
ん
だ
八
十
八
境

の
名
所
の
写
し
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
、
そ
の

名
は
古
今
和
歌
集
真
名
序
に
、
中
国
の
『
詩

経
』
の
分
類
に
従
い
「
和
歌
有
六
義
（
り
く

ぎ
、
風
・
賦
・
比
・
興
・
雅
・
頌
）」
と
記

さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
早
春
の
し
だ

れ
桜
に
多
く
の
来
訪
者
が
集
ま
る
名
園
で

す
が
、
や
は
り
二
年
間
休
園
が
続
き
桜
も

レ
デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部

「
六
義
園
」
「
東
洋
文
庫
」
を
訪
ね
て

暮
れ
も
押
し
迫
る
師
走
の
17
日
に
新
型

感
染
症
で
三
年
振
り
と
な
っ
た
県
人
会
レ

デ
ィ
ー
ス
倶
楽
部
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
阿
部
仁
美
委
員
長
の
企
画
で
、

今
回
は
J
R
駒
込
駅
前
に
吉
村
泰
典
会
長

を
は
じ
め
14
名
が
集
合
し
、
午
前
中
は
六
義

園
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内

で
見
学
後
、
近
く
の
東
洋
文
庫
ま
で
歩
い
て

移
動
し
、
東
洋
文
庫
内
の
小
岩
井
農
場
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
オ
リ
エ
ン
ト
・
カ
フ
ェ
」
で
昼

食
、
そ
し
て
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪

ね
ま
し
た
。

重
厚
な
赤
煉
瓦
塀
で
護
ら
れ
た
六
義
園

を
擁
す
る
本
郷
通
り
・
不
忍
通
り
・
中
山
道

（
白
山
通
り
）
に
囲
ま
れ
た
こ
の
一
区
画
は
、

上
皇
后
も
ご
幼
少
期
に
お
住
ま
い
か
ら
通

わ
れ
た
幼
稚
園
に
そ
の
名
を
残
す
大や

ま
と和

郷む
ら

と
呼
ば
れ
、
旧
三
菱
財
閥
系
関
係
者
や
著
名

画家・須藤美保さんスケッチ
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勉
強
会
は
、
岐
阜
ホ
ー
ル
（
上
野
）
と
オ

ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）　

同
時
配
信
の
形

態
で
実
施
し
、
東
京
岐
阜
県
人
会
員
の
み
で

な
く
、
岐
阜
県
職
員
の
方
も
含
め
30
名
の

方
々
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
講
義
お
よ
び
実

習
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ク
ン
の
配
布
）
に
加

え
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
活
用
方
法
の
議
論
を
行
い
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
３　

Ｄ
Ａ
Ｏ 

と
は

Ｗ
ｅ
ｂ
３
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ 

１
．０
：
ブ
ラ
ウ
ザ
で
、
世
界
中
の

情
報
に
ア
ク
セ
ス
・
検
索
で
き
る
。（
情
報

革
命 

１
９
９
０
〜
）

Ｗ
ｅ
ｂ 

２
．０
：
ス
マ
ホ
で
、
世
界
中
の
人

と
交
流
・
意
見
交
換
で
き
る
。（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
革
命 

２
０
０
５
〜
）

Ｗ
ｅ
ｂ 

３
．０
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、あ
ら

ゆ
る
価
値
の
所
有
や
交
換
が
で
き
る
。（
価

値
革
命 

２
０
２
０
〜
）

Ｗ
ｅ
ｂ
３
が
実
現
す
る
価
値
の
所
有
は
、

お
金
だ
け
で
な
く
、
絵
画
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
美
術
品
や
資
格
・
各
種
表

彰
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
価
値
で
あ
り
、
自
由
な

発
想
で
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、「
自
律
分
散
組
織
」
の
略
称
で

あ
り
、
ｗ
ｅ
ｂ
３
技
術
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
、
自
律
的
・
自
動
的
に
運
営
さ

れ
る
組
織
で
す
。
一
般
的
な
組
織
運
営
で
は
、

組
織
長
以
下
、
会
計
や
庶
務
的
な
役
割
を
担

う
人
を
配
置
し
て
、
権
限
に
応
じ
た
参
加
者

D
X
委
員
会

Ｗ
ｅ
ｂ
３
．０ 

Ｄ
Ａ
Ｏ
勉
強
会
を
開
催

２
０
２
３
年
1
月
14
日（
土
）上
野 

岐
阜
ホ
ー
ル

勉
強
会
開
催
の
背
景

Ｗ
ｅ
ｂ
３
は

次
世
代
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
技

術
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、地
方
活
性

化
や
社
会
課
題

の
解
決
を
促
進

す
る
と
し
て
、政

府
も
積
極
的
に

法
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。昨
年

の
２
０
２
２
年

は
、
多
く
の
自

治
体
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業

が
Ｗ
ｅ
ｂ
３
の

サ
ー
ビ
ス
を
発
表
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
元
年
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
で
も
、
こ
の
技
術
を
活

用
し
て
、
県
人
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

や
岐
阜
県
の
さ
ら
な
る
発
展
を
応
援
す
べ

く
、
Ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
テ
ク
ニ

カ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
高
橋
真
さ
ん
（
中
津

川
出
身
）
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｘ
委
員

会
主
催
で
Ｗ
ｅ
ｂ
３
／
Ｄ
Ａ
Ｏ
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

遥
か
な
時
空
を
繋
い
で
く
れ
た
偉
人
た
ち

に
敬
意
を
抱
き
つ
つ
も
、
我
々
は
何
を
遺
し

て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
と
ゆ
く
年
に
佇
む
溜

め
息
を
飲
み
込
み
な
が
ら
も
、
年
末
に
相
応

し
い
良
い
企
画
に
感
謝
の
一
日
で
し
た
。

　
（
玉
腰 

徹
）

【
参
加
者
の
声
】

今
回
、
家
内
と
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
は
、
同
倶
楽
部
の
企
画
に

は
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
根

っ
か
ら
の
シ
ャ
イ
な
性
格
で
躊
躇
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
小
生
と
結
婚
し
て
岐
阜
県
人
に

な
っ
た
妻
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
も
あ
り
、
思
い

切
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

六
義
園
の
紅
葉
の
時
期
は
初
め
て
。
オ
レ

ン
ジ
を
基
調
と
し
た
鮮
や
か
な
紅
葉
に
目

を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
庭
園

を
作
り
上
げ
た
一
流
の
政
治
家
、
経
済
人
は

文
化
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

主
に
東
洋
の
書
籍
を
集
め
た
ユ
ニ
ー
ク
な

博
物
館
で
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
し
た
。
セ

レ
ン
デ
ィ
プ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
博
物
館
は
恐
ら
く
今
回
の
企
画

が
な
け
れ
ば
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

同
倶
楽
部
の
企
画
は
、
い
つ
も
知
的
好
奇

心
を
刺
激
す
る
質
の
高
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
同
郷
の
方
々
と
心
温
ま
る

時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
K
・
I
）

の
合
意
形
成
の

も
と
で
進
め
ら
れ

ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
、

組
織
運
営
の
た

め
の
仕
事
が
ｗ
ｅ
ｂ
３
技
術
で
自
動
化
さ

れ
て
お
り
、
参
加
者
は
全
員
フ
ラ
ッ
ト
な
立

場
で
、
組
織
の
価
値
観
を
最
大
化
す
る
活
動

に
専
念
し
ま
す
。

勉
強
会
で
は
、
新
潟
県
山
古
志
村
の
デ
ジ

タ
ル
村
民
権
の
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
限

界
村
落
と
な
り
つ
つ
あ
る
山
古
志
村
に
世

界
中
か
ら
村
民
が
集
ま
り
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
形
成

さ
れ
て
い
る
話
で
す
。
日
本
の
社
会
課
題
解

決
が
ｗ
ｅ
ｂ
３
／
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
促
進
さ
れ
て

い
る
代
表
例
で
す
。

今
後
の
展
開

東
京
岐
阜
県
人
会
も
、
岐
阜
県
を
愛
し
、

岐
阜
県
の
活
性
化
を
応
援
・
支
援
す
る
と
い

う
同
一
の
価
値
観
の
人
た
ち
の
集
ま
り
で

す
。
こ
の
価
値
観
を
最
大
化
す
る
た
め
に

ｗ
ｅ
ｂ
３
／
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
技
術
や
考
え
方
は
、

と
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
た
ｗ
ｅ
ｂ
３
／
Ｄ
Ａ
Ｏ

に
限
ら
ず
、
こ
の
先
も
多
く
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ

委
員
会
で
は
、
今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
、
さ
ら
に
は
、
ｗ
ｅ
ｂ
３
／
Ｄ
Ａ
Ｏ
等
の

新
し
い
仕
組
み
の
活
用
や
試
行
を
企
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ア
イ
デ
ア
も
大
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

（
今
若 

恒
幸
）
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一
つ
で
す
し
、
年
次
総
会
後
の
懇
親
会
で

は
岐
阜
県
関
連
の
国
会
議
員
・
知
事
・
市

町
村
長
そ
の
他
著
名
人
・
旧
友
と
の
交

流
、
岐
阜
県
産
の
材
料
を
使
っ
た
お
料
理

や
銘
酒
コ
ー
ナ
ー
も
毎
年
の
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
11
月
14
日

に
は
、
3
年
ぶ
り
の
年
次
総
会
及
び
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
出
席
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

東
京
岐
阜
県
人
会
を
通
じ
て
、
郷
土
の

歴
史
や
名
所
を
再
認
識
し
た
り
、
郷
土

の
物
産
を
再
発
見
し
た
り
、
同
郷
の
方
々

と
の
親
交
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
員
の
皆
様
の
東
京
で
の
日
常
の

生
活
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。
ギ
フ
ネ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
東
京
岐
阜
県
人
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ<

h
ttp

s://a
p

g
ifu

.o
rg

/
tokyo/?p=

1993>

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

東
京
岐
阜
県
人
会
の
入
会
資
格
は
、
岐

阜
県
出
身
者
の
み
な
ら
ず
岐
阜
出
身
者

の
縁
故
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
縁
の
あ
る
方

に
気
軽
に
入
会
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
登
録
は
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
細
は
、東
京
岐

阜
県
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ<

h
ttp

s://
a

p
g

ifu
.o

rg
/to

k
yo

/in
d

ex.p
h

p
>

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
杉
野 

由
和
）

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
を
停
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
活
動
を
再
開
す
る
予
定
で

す
。
最
近
の
会
員
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

入
会
者
数
の
減
少
も
あ
り
、
令
和
5
年
1

月
27
日
現
在
で
個
人
会
員
４
３
４
名
（
法

人
会
員
は
25
社
）
で
す
が
、
東
京
岐
阜
県

人
会
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
は
会
員

の
増
強
が
最
重
要
で
す
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
委
員
会
は
、
在
京
岐

阜
サ
ミ
ッ
ト
（
在
京
同
窓
団
体
の
集
ま

り
）
を
通
じ
た
在
京
同
窓
諸
団
体
と
の
連

携
強
化
の
ほ
か
、
東
京
岐
阜
県
人
会
を
紹

介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
り
、

入
会
勧
誘
活
動
を
機
動
的
に
行
っ
て
参

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
具
体
的
な
活
動
と

し
て
は
、
砧
公
園
で
の
花
見
大
会
、
焼
肉

大
会
、
東
京
ド
ー
ム
で
の
都
市
対
抗
野
球

大
会
の
観
戦
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
を
通
じ
て
東
京
岐

阜
県
人
会
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
会

員
増
強
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

会
員
に
は
、
年
2
回
の
会
報
「
ギ
フ
ネ
ッ

ト
」
の
配
布
を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

（
年
次
総
会
後
の
懇
親
会
、
講
演
会
、
勉

強
会
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

等
）
へ
の
ご
案
内
が
送
ら
れ
ま
す
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
関
係
を
拡
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多治見北高等学校同窓会 東京支部
◆イベント活動報告
　第31回東京支部同窓会を昨年11月12日（土）に第１
回目の開催場所である「主婦会館プラザエフ（四ツ谷）」
において開催いたしました。当日はコロナ禍（少し下火）
という事もあり、着席でのビュッフェ形式、換気の励行、
マスク着用と多少の制約はありましたが来賓を含め44
名の参加者で執り行われました。
　総会では、羅本会長からの退任の挨拶があり、交代
する今若恒幸新会長 （24回生）が紹介され選任されま
した。今若新会長からは 「新世代として今後も諸先輩の
ご指導を頂きながら、末永く同窓会活動が続けられるよ
う頑張ります。」との挨拶がありました。引続き、来賓挨
拶で今年の４月から赴任された母校の白石秀史校長か
らは、母校の現状についてご報告があり、関西支部の水
野尚之会長（13回生）からも、関西支部の近況と来年
には会長を交代すること、本部同窓会から伊藤恒一会長

（12回生）からも来年度から新しい会長の元、新体制に

代わることが報告されま
した。そして古川雅典多
治見市長（11回生）のご
挨拶もいただき、今若新
会長の乾杯の発声で、懇
親会はスタートし、和気あいあいの懇談のなか、短い時
間でしたが鈴木満初代会長の締めのご挨拶を頂き、無
事終了することができました。
　次回は、22回生を中心にして11月頃に総会・懇親会
を開催する予定でいます。コロナも終息していると思われ
ますので、多くの方にご参加戴けることを願っております。

追記）ご意見・ご要望は「多治見北高東京支部ホーム
ページ」「理事会・事務局」「ご意見・ご要望」覧へご入
力いただければ幸いです。  https://北辰.jp/tokyo

事務局庶務 鈴木清二（13回生）

国会議事堂における県木「イチイ」の植え替え

国会議事堂構内には、衆議院と参議院それぞれに
前庭がありますが、昭和45年に議会開設80周年を記念
して、47都道府県から寄贈された都道府県の木が植栽
されています。
岐阜県の木「イチイ」は衆議院側に２本、参議院側に
２本の合計４本が植えられていますが、参議院側の１本
が枯れてしまったことから、今年の２月に植え替えを行い
ました。
実は、このイチイは令和元年度に植え替えたもので、
植栽してから３年で再び枯れたということになります。
イチイは寒冷地の樹木であり、東京は夏場の高温など
厳しい環境となります。

このため、土壌
など改善を行うこと
が出来る条件につ
いては、出来る限り
対策をとったうえで
植栽する必要があ
ると考え、まずは土
壌調査を昨年11月
に行いました。
土壌調査にあ
たっては、専門的な
知識が必要なため、
「岐阜県緑の博士

（グリーンドクター）」に協力をお願いしました。グリーン
ドクターは、植物の生理、生態等の知識を有し、樹木の
病気等を総合的に判断・治療できる専門技術者で、これ
までに173名の方を県が認定しています。
現地では、枯れたイチイ周辺の土を掘り、①根の状況、
②土壌硬度、③透水性、④ＰＨとＥＣ（電気伝導度）を
確認しました。
その結果、深さ30cmを超えると根茎が侵入すること
が困難なほど土壌が硬く、まっすぐ伸びた主根からの
側根はわずかで太く成長していませんでした。さらに、
透水性の試験では、不透水層があることがわかりました。
これらのことから、土を入れ替えたうえで、根腐れ防止
用の土壌改良資材を施工し、植栽木は前回（県育種場）
とは異なる場所から調達することにしました。
植栽するイチイは、県の木にも関わらず、なかなか県内
での調達先が見つからず探し回っていたところ、飛騨
高山森林組合から寄贈をいただけることになりました。
一位一刀彫は飛騨地方が産地です。贈呈いただいた
植栽木が、東京の過酷な環境にも耐えることが出来る
くらい丈夫であることを願っています。
春、温かくなる頃には新芽が芽吹き、元気に成長する
イチイを見られると思いますので、皆さまも国会議事堂
に行く機会があれば、前庭を散策し、県木「イチイ」を
探してみてはいかがでしょうか。
 　（林政課 政策企画係）

植栽したイチイ
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東京飛騨会明治神宮初詣で・新春懇親会
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ト
研
究
科

研
究
科
長・教
授

〒
一
三
五
│
〇
〇
一
六

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
六
一
五
│
〇
五
〇
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
六
四
五
│
二
〇
二
八

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社

土

屋

智

義

代
表
取
締
役

会
長
兼
社
長

〒
一
六
一
│
〇
〇
三
三

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
二
│
三
│
一
八

S
K
ビ
ル
S
棟
3
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
五
九
〇
六
│
五
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
九
〇
六
│
五
二
七
〇

株
式
会
社
安
部
日
鋼
工
業

松

山

高

広

取
　
締
　
役

専
務
執
行
役
員

堀
内 

喜
司
夫

〒
一
一
二
│
〇
〇
一
二

文
京
区
大
塚
三
│
三
│
三
│
七
〇
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
四
四
）四
二
一
一

全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟

理
　
　
事

宮

田

栄

子

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

幹
事
長

宮

田

博

之

株
式
会
社
　
岐
阜
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

取
締
役
会
長

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
│
六
│
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
四
〇
〇
）〇
二
六
六

学
校
法
人 

清
水
学
園 

理
事
長

本

田

　
勝

東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

髙
井 

健
太
郎

東
京
都
新
宿
区
新
宿
七
│
二
六
│
三
七

グ
ラ
ン
ド
メ
ゾ
ン
戸
山
四
〇
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
〇
一
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
〇
二
）
〇
一
七
〇

ジ
ュ
ピ
タ
ー
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙
井 

和

　伸

弁
護
士

〒一六
〇
│
〇
〇
二
二

竹文化振興協会

理事・岐阜支部長

亀　 山 　光 　昭
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東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。東京岐阜県人会の発展をお祈りいたします。

〈順不同〉

羅

本

礼

二

〒
一
五
〇
│
〇
〇
〇
二

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
│
一
二
│
一
八

渋
谷
南
東
急
ビ
ル
十
二
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
三
四
〇
七
│
五
四
七
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
四
〇
七
│
一
二
六
九

ミ
ツ
イ
ワ
株
式
会
社

顧
　
　
問

伊

藤

一

徳

〒
一
八
〇
│
〇
〇
〇
一

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町

一
│
五
│
一
〇
│
一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
七
八
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
二
（
二
一
）
九
二
六
〇

株
式
会
社
ア
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人 

日
本
商
環
境
デ
ザ
イ
ン
協
会 

正
会
員

瑞
浪
高
校
首
都
圏
同
窓
会 

会
長

田

近

和

成

〒
一
四
四
│
〇
〇
五
二

東
京
都
大
田
区
蒲
田
一
│
二
七
│
六
│
二
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
三
）
六
四
二
三
│
九
四
八
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
六
四
二
三
│
九
四
八
三

関
東
飛
騨
市
会 

会
長

公
認
会
計
士
・
税
理
士

森

島

　
勇

〒
一
五
六
│
〇
〇
五
一

東
京
都
世
田
谷
区
宮
坂
三
│
二
六
│
一
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
三
）三
四
二
五
│
四
三
四
八

春
陽
会
会
員

元
東
京
家
政
学
院
大
学
住
居
学
科
教
授

〒
五
〇
二
│
〇
八
一
七

岐
阜
県
岐
阜
市
長
良
福
光
二
〇
七
〇
│
七

長
良
川
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
五
八
）
二
三
一
│
六
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
五
八
）
二
九
五
│
七
六
一
八

編  集  後  記

　春の道三まつりと対をなす岐阜市の秋の風物詩
「ぎふ信長まつり」。発端は1953年の信長の稲葉山
入場400年記念イベントに遡るそうで、十数人の
騎馬武者と200余人の鉄砲隊による行列もこれが
嚆矢となった。昨秋は信長役の木村拓哉さん、福富
平太郎貞家役の伊藤英明さんらを見ようと抽選に
当たった数十万人が全国から押しかけた。ソウル
梨泰院で起きた圧死事件が記憶に新しかったので
主催者側は相当気を使ったことと推察されるが、
無事盛会のうちに終わったのはなにより。観光立国
岐阜の面目躍如であった。私も先日、映画「レジェンド
＆バタフライ」を観た。木村さん、伊藤さん、濃姫役の
綾瀬はるかさんらの熱演を久々の大画面で鑑賞した
のは新鮮だったが、戦闘シーンはかなり生々しく、
昨年来連日ウクライナ侵攻のニュースを見てきたの
で、単なる娯楽時代劇を観るだけではない重い印象
が残った。戦国を身近に感じたのである。
　昨年11月コロナ後初のリアル総会・懇親会が明治
記念館で開催され、久々に旧交を温めることができ
た。画面越しではなく対面で会い共に食する喜びを
再確認することとなった記念すべき120周年となっ
た。皆さま、今年も講演会などでお会いしましょう。

　（広報委員長　荒垣さやこ）

18名刺広告名刺広告



松
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利

〒
一
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│
〇
〇
一
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杉
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区
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│
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│
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│
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〇
五

Ｔ
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Ｌ
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Ｘ 

〇
三
（
三
三
一
五
）
七
八
三
一

東
京
岐
阜
県
人
会 

名
誉
会
長

〒
一
〇
二
│
〇
〇
九
三  

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一│
五
│
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五
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T
平
河
町
九
〇
二

Ｔ
Ｅ
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〇
三
（
三
五
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二
）
五
六
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
五
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二
）
五
六
七
九

東
京
岐
阜
県
人
会 
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長
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社
団
法
人
吉
村
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す
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命
の
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境
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究
所 

代
表
理
事

吉

村

泰

典

慶
應
義
塾
大
学

名 

誉 

教 

授水

町

重

範

水
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

水
町
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水
町
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・
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谷
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六
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三
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京
都
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宿
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三
階
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〇
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代
）

東
京
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県
人
会 
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会
長

水
町
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ィ
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グ
ル
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プ
代
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院
長

内
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定
医水

町

重

範
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六
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〇
〇
四
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京
都
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宿
区
四
谷
一
│
二
三
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四
階
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Ｅ
Ｌ 
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六
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五
五
五

東
京
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阜
県
人
会 

副
会
長
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社
団
法
人
運
転
従
事
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健
診
支
援
機
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代
表
理
事

八

　木
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　樹
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会 

幹
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長
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表
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代
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│
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東
京
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ビ
ル
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Ｅ
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六
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〇
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〇

株
式
会
社
U
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C
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代
表
取
締
役

社
長
執
行
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員

石

原

美

幸

明
治
記
念
館
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一
〇
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│
八
五
〇
七

東
京
都
港
区
元
赤
坂
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│
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│
二
三
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Ｅ
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七
四
六
）七
七
九
〇

明
治
神
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権
宮
司

明
治
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念
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長

江
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潤
一
郎

遠

藤

宏

治

〒
一
〇
一
│
八
五
八
六

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
三
│
九
│
五
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A.
I
ビ
ル
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Ｅ
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〇
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八
六
二
）六
四
一
一

Ｆ
Ａ
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〇
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三
八
六
六
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二
〇
五

貝
印
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ル
ー
プ

代
表
取
締
役

会
　
　
　
長

鵜

飼

光

美

本
　
店
　
長

S
M
B
C
日
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証
券
株
式
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社

〒
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〇
〇
│
八
三
二
五

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
│
三
│
一 

新
東
京
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
（
三
二
八
三
）
二
五
六
三

河

島

浩

二

会
　
　
長

岐
阜
県
日
米
協
会〒

五
〇
三
│
八
六
〇
四

岐
阜
県
大
垣
市
神
田
町
二
│
一

イ
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デ
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株
式
会
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総
務
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内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
四
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八
）
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八
八
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
四
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）
四
六
七
六

小

原

　
久

東
京
岐
阜
県
人
会 

総
務・企
画
委
員
長

多
治
見
北
高
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

御
嵩
町
伏
見
出
身

岸

田

哲

哉

〒
五
〇
二
│
〇
〇
〇
三

岐
阜
市
三
田
洞
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一
丁
目
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三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
五
八
（
二
三
七
）
六
二
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
八
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三
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七
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〇
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長
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階
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Ｌ 
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六
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代
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京
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）
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〇
〇
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R
株
式
会
社

小

原

琢

哉

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長
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〇
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編  集  後  記

　春の道三まつりと対をなす岐阜市の秋の風物詩
「ぎふ信長まつり」。発端は1953年の信長の稲葉山
入場400年記念イベントに遡るそうで、十数人の
騎馬武者と200余人の鉄砲隊による行列もこれが
嚆矢となった。昨秋は信長役の木村拓哉さん、福富
平太郎貞家役の伊藤英明さんらを見ようと抽選に
当たった数十万人が全国から押しかけた。ソウル
梨泰院で起きた圧死事件が記憶に新しかったので
主催者側は相当気を使ったことと推察されるが、
無事盛会のうちに終わったのはなにより。観光立国
岐阜の面目躍如であった。私も先日、映画「レジェンド
＆バタフライ」を観た。木村さん、伊藤さん、濃姫役の
綾瀬はるかさんらの熱演を久々の大画面で鑑賞した
のは新鮮だったが、戦闘シーンはかなり生々しく、
昨年来連日ウクライナ侵攻のニュースを見てきたの
で、単なる娯楽時代劇を観るだけではない重い印象
が残った。戦国を身近に感じたのである。
　昨年11月コロナ後初のリアル総会・懇親会が明治
記念館で開催され、久々に旧交を温めることができ
た。画面越しではなく対面で会い共に食する喜びを
再確認することとなった記念すべき120周年となっ
た。皆さま、今年も講演会などでお会いしましょう。

　（広報委員長　荒垣さやこ）

19 名刺広告
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岐阜県庁 新庁舎 
（令和５年１月４日開庁）

新庁舎は、３つの基本方針

「県民の暮らしを守る」

「地域の魅力を発信する」

「環境負荷やライフサイクルコストを低減させる」

に基づく、充実した機能と特徴を備えられています。


